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基本ルールを

身につける
(特集）選挙制度の改正…期日前投票制度等

受章おめでとうございます…春の叙勲・褒章

下水道工事が始まります…下手綱・高戸地区など3か所
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を
整
え
る
た
め
蕊
従
兼
の
不
在
者

投
票
を
改
め
、
選
挙
期
日
（
投
票

日
）
前
に
お
い
て
も
、
選
挙
期
日

同
様
に
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
公
職

選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
新
た

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

不
在
者
投
票
は
、
公
職
選
挙
法

の
原
則
で
あ
る
当
日
投
票
主
義
の

例
外
と
し
て
、
投
票
日
の
前
に
投

票
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
も
の

で
、
選
挙
権
の
有
無
の
調
査
は
、

選
挙
期
日
現
在
で
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
し
た
．
こ
の
た
め
、
有
権

者
は
不
在
者
投
票
を
二
重
の
封
筒

に
入
れ
た
上
で
外
封
筒
に
署
名
し
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
投
票
日
当
日

ま
で
保
管
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
期
日
前
投

票
制
度
」
は
、
選
挙
期
日
前
で
あ
っ

て
も
、
選
挙
期
日
と
同
じ
く
投
票

用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

「
期
日
前
投
票
制
度
」
と
は
？

…
｜
投
票
場
所
お
よ
び
時
間

公
示
（
告
示
）
日
の
翌
日
か
ら
選

挙
期
日
の
前
日
ま
で
の
間
で
す
。

沼
勇
手
続
き
一

選
挙
期
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅

行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
用
務
が
あ
る
な
ど
、
現
行
の
不

在
者
投
票
事
由
に
該
当
す
る
と
見

込
ま
れ
る
人
で
す
。

不
在
者
殺
票
が
蘇
冬
わ
嚇
懲
毒
哩
潅

市
役
所
の
期
日
前
投
票
所
に
お

い
て
、
午
前
八
時
三
○
分
か
ら
午

後
八
時
ま
で
で
す
。

基
本
的
に
選
挙
期
日
の
投
票
所

に
お
け
る
投
票
の
手
続
き
と
同
じ

で
す
．
た
だ
し
、
現
行
の
不
在
者

投
票
と
同
じ
く
一
定
の
事
由
に
該

当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
旨
の
宣
誓

書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

『
期
日
前
投
票
制
度
」

ー
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咄

：
ｰ

Ｑ
従
来
の
不
在
者
投
票
は
な
く

な
る
の
で
す
か
？

Ａ
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
以

外
の
市
区
町
村
や
病
院
、
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
お
け
る
不
在
者

投
票
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
行
わ
れ
ま
す
．

Ｑ
期
日
前
投
票
制
度
の
適
用
は

い
つ
か
ら
で
す
か
？

Ａ
平
成
一
五
年
一
二
月
一
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
．

Ｑ
期
日
前
投
票
を
行
っ
た
人
が

そ
の
後
選
挙
期
日
ま
で
に
死
亡

し
た
場
合
、
そ
の
投
票
は
ど
う

な
る
の
で
す
か
？

Ａ
選
挙
権
認
定
の
時
期
が
投
票

を
行
う
日
に
改
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
有
効
な
投
票
と
し
て
扱

う
こ
と
と
な
り
ま
す
．

期
日
前
投
票
制
度
Ｑ
＆
Ａ

高萩 市
選挙管理委員会

H23-2119
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謹
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あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会

に
申
請
を
し
て
、
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

こ
の
際
、
障
害
等
を
証
明
す
る
書

面
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
等
）
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ

て
い
て
、
一
定
の
障
害
が
あ
る
人

に
つ
い
て
は
、
郵
便
を
利
用
し
て

自
宅
で
投
票
で
き
る
「
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
制
度
」
が
あ
り
ま

す
が
、
今
回
の
公
職
選
挙
法
の
改

正
に
よ
り
免
疫
の
障
害
、
介
護
保

険
法
の
要
介
護
状
態
区
分
に
よ
る

程
度
が
追
加
さ
れ
、
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

一

珂竜 蕊
議
蕊
雲
霞
議
蕊
麓
瓢
蕊
欝
蕊
葺
鑑
識
鐡
篭
蕊

＜郵便投票のできる人＞

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

変
わ
り
ま
し
た
Ｉ
．

郵便投票の対象となる人の障害程度範囲（ただし、 自署できる人）

『'1 |ぐ肢､体幹若しくは移動機能障害 1級・ 2級

身捧障害背手帳蛎鵡鵬I'揃羅う乱’級3級
免疫の障害 1～3級

両下肢若しくは体幹機能障害 特別項症～第2項症

戦傷病者手||雁 心||蔵､じんlllm ll平吸器ぼうこう若し特別項症～第3項症
くは直腸の障害、小腸の障害

！ 要介護状態区分が
護保険被保険者証介護保険に規定する要介護者

要介護5

1級・ 3級

戦傷病者手||腱

介護保険に規定する要介護者

難
糾
鰯
蕊

ー龍

介護保険被保険者証 …

蕊

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票

を
行
う
た
め
に
は
、
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
申
請
に
加
え
て
、

あ
ら
か
じ
め
「
代
理
記
載
の
方
法

に
よ
る
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
の
証
明
手
続
き
」

お
よ
び
「
代
理
記
載
人
と
な
る
べ

き
人
の
届
け
出
の
手
続
き
」
を
行
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
手
続
き
は
同
時
に
行
う

こ
と
も
可
能
で
す
。

「
代
理
記
載
制
度
」
の
創
設
に

よ
り
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
、

併
せ
て
下
表
の
障
害
程
度
に
該
当

す
る
人
は
、
自
署
を
要
せ
ず
代
理

記
載
人
（
有
権
者
）
が
投
票
用
紙
に

記
載
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

；郵
便
等
投
票

§

の
代
理
記
載
制
度

＜代理記載制度の対象となる人＞

代理記載制度の対象となる人の障害程度範囲
ー

｣級身体障害者手'帳 上肢若しくは視覚の障害

戦傷病者手帳 上肢若しくは視覚の障害 特別項症～第2項症

※郵便等による不在者投票用繩の交付請求は、選挙の期日の4

日前までに行わなければなりませんので、新しく郵便等による

不在者投票や代理記載による投票を希望する人は、お早めに市

選掌管理蓉昌会で証明書交付等の手続きを取ってください。

|云奉員へのあつせ臆し膳(I､きせだLIすると罰せ局れるここがあ&I=S
～あっせん利得処罰法をご存知ですか？～

この法律の正式名称は、 「公職にある者等のあっせん行為による利得等の処罰に関する法律」 といい

ます。政治家などが住民から陳情・要望を受け、それを行政に働きかけ、安心で住みよい社会を作るこ

とは職務のひとつですが、 これによって政治家などがその見返りとして報酬を受けることは処罰の対象

になります。あっせんを依頼した住民から財産上の利益を受けたときには、 3年以下の懲役となること

があります。また、財産上の利益を提供(供与)した住民も1年以下の懲役または250万円以下の罰金に

処せられます。
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ずい ほう たん こう しよう

瑞宝単光章
らん じゅ ほう しよう

註
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綬 旦三 ’ 受
面

こう

長谷川鋼之助さん

（下手綱）

種選挙事務の管理運営に多大な貢献をされました。

また、消防分団長や高萩市立図書館運営委員会委

員長、裁判所の調停委員を務められるなど、幅広く

活躍されてきました。

［喜びの声］多くの人に支えられたことで職務を遂

行することができました。選挙の投票率が上がらな

いのが残念で、民主主義の危機と思ってます。望め

ば得ることができる情報とご自分の判断で、棄権す

ることなくぜひ投票してください。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長谷川さんは､昭和23

年警視庁巡査を拝命、

翌年には当時まだ数少

なかった自動車免許を

取得し、昭和60年退職

されるまで主に車両勤

務に従事されました。 と務に従事されました。 こ の間、東京オリンピック

大会の警護や同競歩競技のパトカー先導、皇太子

(現天皇）御成婚譽備要人移動を先導するなど、

誠実で模範となる勤務態度で務められました。

［喜びの声］大変光栄です。無事故で従事できた

ことは先輩や同僚、家族の支援によって成し遂げ

られたものと思っています。現職のみなさんは職

務に忠実に専念され、消極的にならぬように頑張っ

てほしい。微力ながら体の続く限り応援します。

ー

I

鑑嘆毒

第鴻騨スボーヅ糠鍵第18回スポーツ振興大会で表彰
スポーツ奨励者‘競技優秀者。競技優秀団体

続需W
;漁島I ！
:;’ "…！

艮善韓
卜＃N垂

市体育協会が主催したこの大会は、 5月22日 （土）中央

公民館で開催されました。市のスポーツ振興に尽力された

みなさんをはじめ、平成15年度の各種スポーツ大会で優れ

た成績を収めたみなさんをたたえて表彰がありました。

*(住所:所属) [種目:順位]で個人名の敬称略

■スポーツ奨励者

益子昭-(f'1道：安良川) 、金成勝子（剣道：上手綱)、

長岐治雄（陸上：上手綱)、小林勝（審判：高萩)、

新妻光男（審判：北茨城市)、稲田久志（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ ：秋山）

■競技優秀者

羽田哲夫（石滝）東日本選手権大会茨城県予選[ｿﾌ|､ﾃﾆｽｼﾆｱ
ひろし

男子65の部：第3位]、飛田紘（市ソフトテニス連盟）全

日本シニア選手権大会茨城県予選[ｼﾆｱ男子55の部：第3

位]、遊佐眞一（上手綱）第3回全国障害者スポーツ大会

[100m競走男子：優勝] ･第31ul全国障害者スポーツ大会
みつのり

[ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投男子:第2位]、生駒光宣（上手綱）茨城県スノー

ボード技術選手権大会[ｿﾌﾄの部･男子：第3位]、鈴木慎也

(市弓道部）茨城県弓道段位別大会[弐段以下の部：優勝]、
あきのり

鈴木章記（安良川）県民総合体育大会兼匡|体選手選考会

[参段以下の部：優勝］明村範彦（高萩）茨城県弓道段位

別大会[参殿の部：第2位］根本美由紀（県立盲学校）第

3回全国障害者スポーツ大会視覚|造害者の部[400n1競走：

第4位］ ・第3回全国障害者スポーツ大会視覚障害者の部

[砲丸投女子 ：第2位]、伊藤諒子（高萩高校）第56回北

関東高等学校陸上競技対校選手権大会茨城県予選会[七種

競技：第3位]、福田祐一（松丘高校）茨城県高等学校陸
とおる

上競技大会[走高跳 ：第3位]、鯨岡亨（高萩工業高校）

第19回関東高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会

[62kg級 ：第3位]、山氏貴典（高萩高校）第56回全国高

等学校陸上競技対校選手権大会北関東地区大会予選会[八

■二

種競技：第6位]，藤原卓（松丘高校）茨城県民総体兼全

国高等学校ボクシング選手権大会茨城県予選会[ﾌﾗｲ級：優
あきのり

勝]、佐川智紀（磯原高校）関東高等学校ウエイトリフティ

ング競技選抜大会[第5位］ ・茨城県高等学校ウエイトリ

フティング競技新人大会[優勝]、廣川雄一（土浦日大高校）

関東7県高等学校ボクシング選抜大会県予選会[ﾗｲ ､級：優

勝]、斎藤愛子（明秀日立高校）全日本卓球選手権大会ジユ
がく し

ニア茨城県予選会[第2位]、岡本岳士（水城高校）第53回

全国高等学校スキー大会兼第39回関東高等学校スキー大会

県予選会［優勝］ ・第58回国民体育大会予選会［優勝]、

加瀬善洋（高萩中学校）第49回全日本中学校通信陸上競技

茨城県大会[1年男子1001nの部：第3位]、山川智行（高萩

中学校）第49回全日本中学校通信陸上競技茨城県大会[]年

男子1,5001nの部：第3位]、沼田裕責（秋|､ 1｣中学校）第30

回全日本中学校陸上競技選手権大会[共通女子800m:第3

位]、田中美里（秋山中学校）第31回関東中学校陸上競技
ひろゆき

大会[共通女子100m:第3位]、岡本紘幸（松岡中学校）

茨城県民総合体育大会中学スキー競技の部[男子ｽﾗﾛｰﾑ ：

優勝］

■競技優秀団体

口高萩中学校女子体操部 ［茨城県新人体育大会体操競技

第2位］ ・ ［茨城県民総合体育大会体操競技第3位］

口秋山中学校女子駅伝部 ［茨城県民総合体育大会中学校

駅伝競走大会優勝］

ー

町
Ⅷ
可



§

下水道整備工事

｢第5期建設事業」

が始まります。

■■；I

平成19年度までに1844ヘクタールを整備

平成16年度の下水道事業箇所は、位置図に示された

下手綱・高戸、島名、石滝の3か所の地区で面整備が

計画されています。工事は今月から始まる予定です。

日立・高萩・十王広域下水道組合工務課容32-5596

『~~~~~.．~~~~'~~.~~~'･~~'･~~~~~~~~~~~~･' '~~~~~~．. '･~~'．..~~~~~~~~~~~~~--~~~~~1

1 平成16年度下水道工事箇所および工期(予定） ’

1①下手綱・高戸地区…JR常磐線より西側、玉川の北側で､ ｜
市道1132号線を挟む区域

（工期：平成16年6月～11月下旬）

|②島名地区…境川西側の字屋和古作、下古川付近の地区 ｜

（工期：平成16年10月～平成17年1月下旬) I

|③石滝地区…県道高萩友部線から西に入りKDDI正門に｜
向かう道路の周辺区域

（工期：平成16年6月～11月下旬）

ー

下
水
を
下
水
処
理
場
ま
で
運
ぶ
方
法
は
、

少
し
で
も
経
費
を
削
減
す
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
機
械
力
（
ポ
ン
プ
）
に
よ
ら
な
い
で
、

高
い
方
か
ら
低
い
方
へ
の
流
れ
（
自
然
流
下
）

か
ん
き
ょ

を
利
用
し
ま
す
。
ま
た
、
管
渠
を
点
検
し
た

り
清
掃
す
る
た
め
マ
ン
ホ
ー
ル
が
設
置
さ
れ

ま
す
．
今
年
度
の
三
か
所
の
工
事
で
も
、
傾

斜
が
と
れ
る
よ
う
に
、
深
さ
約
二
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、
口
径
二
○
○
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
下
水
管
を
敷
設
し
ま
す
．
マ
ン
ホ
ー

ル
の
蓋
は
鉄
製
の
も
の
が
用
い
ら
れ
、
あ
ま

り
目
に
見
え
る
こ
と
の
な
い
下
水
道
の
貴
重

な
「
顔
」
に
な
り
ま
す
。

敷
設
後
は
、
埋
め
戻
し
て
土
砂
が
自
然
に

締
ま
る
ま
で
仮
舗
装
し
、
通
常
一
か
月
以
上

経
過
し
て
自
然
加
圧
さ
れ
た
後
に
本
舗
装
し

道
路
下
二
メ
ー
ト
ル
に
敷
設

ｰ

今
年
度
の
工
事
箇
所
は
、
い
ず
れ
も
幹
線

道
路
か
そ
れ
に
続
く
道
路
に
面
し
て
い
て
交

通
量
が
多
い
区
域
で
す
．
そ
し
て
下
水
道
整

備
計
画
上
で
重
要
な
工
事
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
徴
靖
工
事
は
下
水
道
管
を

道
路
下
に
埋
設
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
二
車
線
の
区
間
は
片
側
通
行
で
、
支
線

と
な
る
幅
の
な
い
生
活
道
路
で
は
全
面
通
行

止
め
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
地
元
住
民
の
方
々
を
は

じ
め
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

下
水
道
事
業
を
理
解
さ
れ
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
す
。
仮
舗
装
中
は
車
の
通
行
が
で
き
ま
す

通
行
制
限
に
ご
協
力
を

5



私
た
ち
は
、
日
常
何
気
な
く
契
約
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
．
「
こ
れ
を
○
○
円
で
あ
な

た
に
売
り
ま
す
」
「
分
か
り
ま
し
た
○
○
円

で
買
い
ま
す
」
と
商
品
と
代
金
を
や
り
取
り

す
る
約
束
を
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
消
費
者
契

約
で
す
。
両
者
の
合
意
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
、

電
話
で
の
口
約
束
で
も
契
約
は
成
立
し
ま
す
．

い
っ
た
ん
成
立
し
た
契
約
は
、
｜
方
の
都

合
で
解
約
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
解
約

す
る
に
は
お
互
い
の
合
意
が
必
要
で
す
．
し

か
し
、
例
外
的
に
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

…
唾唖叫r群皿軸型嶽…国斗…』包函坪

鵜

つ
い
脳
雲
で
は
な
い
契
約
を
し
て
し
ま
つ
だ
場
合

「
ク
ー
リ
ン
グ
０
オ
フ
制
度
』

司､…鵬…一一一曾蝿…

必ずコピーを両面取って保管しましょう

●
販
売
会
社
に
通
知
す
る
と
き
の
例

●
信
販
会
社
に
通
知
す
る
と
き
の
例

（
ク
レ
ッ
ジ
ッ
ト
利
用
の
場
合
）

nn｢旧□□□
灘 ■|■|■ ［

Ｕ
○
○
市
○
区
○
町
○
丁
目
○
番
姉

叩
○
○
信
販
株
式
会
社

□
鍵

○
○
市
○
区
○
町
○
丁

○
○
株
式
会
社

代
表

者
様

目
○
番
地

契
約
解
除
通
知
書

契
約
年
月
日
平
成
○
年
○
月
○
日

商
品
名
○
○
○

契
約
金
額
○
○
○
円

販
売
会
社
名
○
○
株
式
会
社
○
○
営
業
所

担
当
者
○
○
氏

右
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
．
（
私
が
支
払
っ
た

○
○
円
は
、
現
金
書
留
に
て
返
金
し
て
く
だ
さ
‐

平
成
○
年
○
〃
○
Ｒ

住
所
高
萩
市
○
○

名
前
○
○
○
○

契
約
解
除
通
知
書

契
約
年
月
日
平
成
○
年
○
月
○
日

胄
面
受
領
日
平
成
○
年
○
月
○
日

商
品
名
○
○
○

契
約
金
額
○
○
○
円

販
売
会
社
名
○
○
株
式
会
社
○
○
営
業
所

右
の
契
約
は
解
除
し
ま
す

玉
‐
戒
○
年
○
月
○
日

住
所
向
萩
市
○
○

名
前
○
○
○
○

無
条
件
で
解
約

民
法
の
原
則
で
は
、
法
律
で
決
め
ら
れ
た

特
別
な
理
由
が
な
け
れ
ば
一
方
的
な
契
約
の

解
除
は
で
き
ま
せ
ん
．
し
か
し
訪
問
販
売
な

「
頭
を
冷
や
す
」
と
い
う
意
味
の
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
。
こ
れ
は
、
訪
問
販
売
な
ど
で

う
っ
か
り
必
要
の
な
い
も
の
を
買
う
契
約
を

し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
契
約
（
申
し
込
み
）

の
た
め
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
日
を
入
れ
て

八
日
間
以
内
（
マ
ル
チ
商
法
は
二
○
日
以
内
）

な
ら
、
消
費
者
は
無
条
件
で
契
約
の
解
除
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
．

灘纏
三

…
ー 蕊

詫

“

ど
の
場
合
に
は
、
必
要
の
な
い
も
の
を
無
理

や
り
買
わ
さ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
た
た
め
に
こ
の
制
度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
す

べ
て
の
契
約
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

業
者
に
は
契
約
後
に
消
費
者
に
書
面
を
渡

す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
契

約
し
た
後
は
そ
の
書
面
を
じ
っ
く
り
読
む
こ

と
が
重
要
で
す
．
こ
の
段
階
な
ら
ま
だ
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
と
い
う
最
終
手
段
を
使
う
こ

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
最
終
手
段
に

●用紙は文房具店などで売っていますが、普通の便

せんでも構いません。 （ただしその場合、 1ページ

当たり20字13行で書<)。印鑑は認め印でよい。

●集配業務を行っている郵便局（本局など）へ同文

のもの3通（コピー可）と封筒を持参し、証明し

てもらってから投函します。

●返金方法は自分で決めた方法を書きます｡振り込み

希望の場合は口座番号を忘れずに書いてください。

L戸

商工観光課

冠23－7316

手
続
き
の
し
か
た

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
う
に
は
、
上
記

の
よ
う
な
契
約
を
解
除
す
る
内
容
の
通
知
書

を
作
成
し
て
販
売
業
者
に
送
り
ま
す
．
こ
の

場
合
、
ク
レ
ジ
ヅ
ト
利
用
の
場
合
は
信
販
会

社
に
も
送
っ
て
く
だ
さ
い
．
そ
の
際
は
ハ
ガ

キ
（
簡
易
書
留
か
引
受
時
刻
証
明
郵
便
扱
い
）

で
も
よ
い
で
す
が
、
内
容
証
明
郵
便
の
方
が

よ
り
確
実
で
す
。
内
容
証
明
は
、
①
だ
れ
が

②
い
つ
③
ど
の
よ
う
な
内
容
の
文
書
を
④
だ

れ
に
出
し
た
か
…
を
、
郵
政
省
が
証
明
し
て

く
れ
る
制
度
で
す
．

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
た
だ
し
注
意
し
た

い
の
は
、
期
限
が
あ
る
こ
と
で
す
．
商
品
に

よ
っ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
期
間

が
違
う
の
で
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

畿溌蕊蕊迩浄"・オフ期間
の

藷簡競議蕊撫識醤自問､ §

薑蕊議謂登蝉蟄'．。
(慈穂講篭識篭評毒莞薑、
業務提供誘引販諾鰄瀧蕊蕊諦溌) 1 &20日
＊通信販売は儲り溌靭漣凝議蕊蕪暑蕊遥溌ﾆﾕ ＝
＊消耗品(化粧職礎廉蓑畠謝鳶職蕊熟誕霊韮
ｸｰﾘﾝゲ･オブ篭獄鐙蕊識嬢溌鍛燕ユ

ダ =蕊*野灘謹蕊鐙溌篭毒
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脾
胸
鎚
繍
電
炉
隆
垂
．
、

鱗鵜鍵議
鴬

蕊
却
弾
罪
与

嘩母

野

松岡ﾉ|､学校に野球道具ｰ

願
，卿
：
，蝉

かつg
白い,噂

新堤防への落言きで ’鞠
：

せっかくの景観が台無し ↓蝉
高浜海岸では、花貰川河口から北に向かつこ
て堤防が整備されています。歩けば、 白い'魚
砂浜や海原が見え、季節はこれから海水浴：
ｼｰズﾝを迎えるため､訪れる人が増えま‘§
す。 艇

問題の落書きはｽブﾚｰで書かれていて，§
簡単には落とせません｡一部の心ない人の,き
仕業でしょうが、多くの人に迷惑をかけて緋

熟

います。単なるいたずらでは済まされませ,#
ん。社会は一人ひとりが「責任」をもって億

行動することで成り立っているのです．快'§
適で住みよいまちをつくるため､みなさん聯
のご協力をお願いします。 縦

辮

5月11日 （火）、読売巨人軍から松岡小学校に野球道具が寄贈

されました。これは、練習用ユニホームのチャリティーオークショ

ン収益金で、国内外の小学校60校に野球道具を送ろうという巨人
すぐる

軍の企画で行われたものです。今春退職された根本傑前校長（安

良川）が、公募に自ら書面で申し込んで選ばれました。

:量｢子供たちには積極的にスポーツに親しんでほしい。そのため

Iふしでも役立ってもらえたらいいですね｣と根本さん｡ざr: :_-
寄贈されたのはグラブ11個、バット3本、ボール1ダースなど

lチーム分相当のソフトボールセットです。同校はソフトボール

とサッカーの合同クラブがあり、高学年の部員31人が練習に励ん

でいます。

錘
。
、
ケ
い
鍵
忽
背
織
聯
繊
剛
蛎
紗
睡
鈍
辺
、
候
泌
蝿
鰯
崎
紗
恥
繊
燭
、
少
』
垂
鍛

ー

「とてもいい道具なので、大切に使って下級生に残していきま

」とクラブ長の6年生佐藤啓伍さん（下手綱)。

山本千恵校長は、 「すばらしいプレゼント。 この地域は運動が

んでスポーツ少年団団員の児童もたくさんいます。有効に利用

せていただきます」と喜びを話しています。

す

盛
さ

少林寺で学んだ

魂晩(こころ)を綴る
ー

よしなが

作山吉永さん（本町）

少林寺茨城高萩道院（本町）で指導

している作山さんが、 「可能性の種子た

ち～魂睨（こころ）を育てる～」を出

版。 この本は、 （財） 日本武道館発行の

月刊「武道」誌に2000年11月号から2

年半にわたり掲載された同氏のエッセ

イなどを、一冊にまとめたものです。

悩み迷った経験や、武術家・指導者

として培かつた視点で、若い人に向け

た思いを綴りました。

l

f

山岸とき子さん宅(島名)で、

孔雀サボテンが満開

癖

作山さんは、大学時代から少林寺拳

法にその精神を学び、卒業後海外放浪

などを経たのち、香川県の総本山少林

寺で開祖に直接手ほどきを受けました。

1977年に高萩道院を開設しています。

昨年は五つの花を付けた鉢植えサボテン

が、今年はごらんのとおり。 「あまりにた

くさん咲いたので驚いてます」と山岸さん。

辮
雫撫Ⅳ
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’ Ⅱ

高
萩
市
長
表
彰
に
は
小
峰
久
司
さ
ん
〈
島

名
“
写
真
左
）
、
統
計
協
会
長
表
彰
に
は
武

藤
守
男
さ
ん
一
本
町
“
同
中
央
一
と
山
野
邉
敏

男
さ
ん
〈
安
良
川
姻
同
右
一
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
．
三
人
は
国
勢
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
統

計
調
査
員
と
し
て
長
年
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
．

高萩市統計功労者表彰

5月17日（月）

ｉ
「
ち
ょ
う
ど
今
日
の
収
穫
が
終
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
」
と
沼
田
さ
ん
。
取
れ

た
て
の
中
玉
ト
マ
ト
は
、
非
常
に
甘
い

と
定
評
の
あ
る
『
ヘ
ル
シ
ー
ミ
デ
イ
』
。

沼
田
さ
ん
が
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培

す
る
ト
マ
ト
の
主
力
銘
柄
で
す
。
き
ゅ

う
り
や
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
も
手
掛
け
て

い
ま
す
が
丹
水
耕
で
の
ト
マ
ト
栽
培
が

メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ⅱ
的

ご
両
親
も
兼
業
農
家
を
さ
れ
て
い
ま

沼
田

み
っ
た
か

充
隆
さ
ん

（
秋
山
】

岩
倉
市
長
を
講
師
に
迎
え
て
行
わ
れ
た
こ

ほ
う
ら
い
か
い

の
学
習
会
に
は
、
蓬
莱
会
の
み
な
さ
ん
約
一

五
○
人
が
参
加
し
ま
し
た
．
今
年
度
に
お
け

る
市
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
の

あ
と
、
参
加
者
と
の
活
発
な
意
見
交
換
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

中央公民館で｢市政を学ぶ」

5月10日（月）
ー

切臼■

&稀
謂R
龍鼠
■全■

し
た
が
へ
本
格
的
に
農
業
を
始
め
た
の

は
充
隆
さ
ん
の
代
に
な
っ
て
か
ら
．
高

校
・
大
学
で
農
業
を
学
び
、
農
家
へ
の

実
習
体
験
な
ど
を
通
し
て
出
会
っ
た
、

た
く
さ
ん
の
農
業
家
た
ち
の
影
響
が
、

農
業
を
志
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う

で
す
い
『
年
間
を
通
し
て
ハ
ウ
ス
が
空

く
の
は
二
○
日
間
程
度
で
、
そ
れ
以
外

は
ず
っ
と
休
み
な
く
稼
働
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
意
思
で
農
業
を
始
め
て
か
ら
一

三
年
に
な
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
納
得

で
き
る
結
果
ば
か
り
が
得
ら
れ
る
訳
で

は
な
く
、
一
年
一
年
、
毎
日
が
勉
強
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
汎
ゞ

今
年
度
は
中
央
公
民
館
と
松
岡
地
区
公
民

館
合
わ
せ
て
二
六
の
学
級
・
講
座
が
開
設
さ

れ
受
講
生
は
延
べ
一
、
二
○
○
人
．
会
場
と

な
っ
た
文
化
会
館
に
は
こ
の
う
ち
約
六
五
○

人
が
出
席
．
式
で
は
講
師
の
紹
介
に
続
き
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

公民館の合同開講式

4月28日(水）

ー

ほうれん草の種まきの様子 冒

蕊 蕊篝蕊蕊
蕊

謹毒毒鑿蕊塾 …弓苫等

蕊
》》雲

』
．
凸
“

諏

蜘

誠

，

郊

淑

鋤

叩

諏
繊
蛾

溌
定
溌

』

、

マ

・

・

叩

叩

叩

凸

彫

蝋

』

隅

●

－
密
識
錘

蕊
噸
溌

舞

愚

零

面

即

叩

園

哩

・

●

押

塑

熟

《

騨
畷
蕊

唱
，
、
Ｌ

よ

、

ｆい

、

君

心

的

卸

一

認
潟
心
群
溌

型
競

認
毒
鼠

瀞
藤
溌
踊
溌

八一q d b ロ ーb L f P L n｣ 二 口 ■

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょ

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

うるおいのあるまちをつくりましょ

。
■
■
回
●

１
１
１
１
１

逝
淳
器
鰕
舞
切
斤
渉
亀

蕊

謎

重

誤

鋤

批

瞬
う。

なまちをつくりましょう。

あたたかいまちをつくりましょう

砿苫淑辨:'擬叡職鰄鄭溺孫 ､辮蕊緑慧窪譲凱職§息謹誹'藤野標 :撫辨: 』 群雛鰯辨凝塊澪：…1瓦殿暑 L鈴ぅ型奮邑禺?嗣昌'覚謝『

蕊 準
議

；
:熊

蕊譲
一
癖

燕睡喫
弛蹴諏瀧蕊

翰

恥

密つ葱》跨
獺

『罐 出

襲蕊騨蕊蕊蕊塑頚尋3－蓋 一 一 一 一 _ _ … … 蕊驚 箪譲慧警
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◆平成15年度図書館利用状況◆

○登録者累計10,775人 ○貸出冊数 134,936冊

登録率 3192％ （一般書) 80, 113冊

○貸出者数 32,621人 （児童書） 46, 21 1冊

（男） 12, 782人 （雑誌） 8, 612冊

（女） 19,839人 ○蔵書冊数 131,016冊

一日最大貸出冊数 234冊

人口一人当り貸出冊数 40冊

登録者一人当り貸出冊数 125冊

○入館者数 119,352人（－日平均428人）

◆予約図書ベストテン◆

①ハリー・ポツターと秘密の部屋 J.Kロールング著

②模倣犯（下） 宮部みゆき著

③ハリー・ポッターとｱｽﾞｶﾊﾞﾝの囚人 JK.ロールング著

④模倣犯（上） 宮部みゆき著

⑤海辺の力フカ（上） 村上春樹著

⑥海辺の力フカ（下） 村上春樹著

⑦ハリー･‘ポッターと賢者の石 JKロールング著

⑧生きかた上手 日野原菫明著

⑨ﾊﾘｰ:ﾎﾟｯﾀｰと炎の.．ブレット(上I J"Kロールング著

⑩半落ち 横山秀夫著

図書の検索は図書館ホームページで匡＞

アドレスhttp://www. jsdi .or. jp/~taka-1ib/

串

I図書館ガイド
E
圏

子供映画会’ 6月12日(土) 14:30~

「かんいりオタマジャクシ」

「王さまの耳はロバの耳」

おりがみ教室’ 6月19日(土） 14:30～

「エンゼルフィッシュ」「すいか」

「かたつむり」「シャツ」

おはなし会’ 6月26日(土) 14:30~

絵本 「おつきさまは、よる、

なにをしているの？」

紙芝居「アンパンマンとおむすびまん」

ﾈﾙｼｱﾀｰ「ふるやのもる」

図書館カレンダー●は休館日

日月火水木金土

1 2345

6 6⑰89 10 11 12

月澗馳職
27⑳29⑳

日月火水木金士
1 つ つ
I 二 J

7 4

月I
25

⑤
⑫
⑲
⑳

6 7 89 10

13 14 15 16 17

⑳21 222324
272829⑳31

ｰ

０
０
口
口
○
口
０
０
口
口
Ｏ
０
０
０
口
口
○
口
□
Ｏ
Ｏ
Ｄ
ｏ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
Ｄ
□
０
口
０
０
０
０
○
口
０
０
口
口
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
０
口
０
０
口
０
０
口
０
０
口
○
口
口
○
口
ｕ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
口
Ｏ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
Ｕ
口
Ｏ
日
日
Ｏ
０
０
Ｏ
Ｏ
０
Ｏ
口
Ｏ
０
Ｄ
０
ｏ
Ｕ
口
○
口
口
０
０
口
Ｏ
ｐ
ｐ
Ｃ
Ｄ
ｎ
ｏ
Ｏ
０
Ｏ
０
ｑ
Ｏ
Ｕ
口
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
日

市
民
グ
ル
ー
プ
が

ま
ち
の
美
化
へ
行
動

飯能市長が来高第
一
回
「
清
掃
の
日
」

四
月
二
五
日
（
日
）

5月19日(水）

市民グループ「高萩まちづくり行動会議」 （山田成議長）

は、桜まつりが終了した花貫さくら公園で清掃奉仕をしま

した。 「自分たちのまちは、 自分達の手できれいにする」

という市民意識の高まりを目指し、今後も活動を続け、広

く市民に呼び掛けていく方針です。 この日は岩倉市長や市

職員も参加し、総勢約百人が空き缶やごみ拾いに汗を流し

ました。

ー

岩倉市長（左)、沢辺飯能市長（右）

昨年の11月1日に高萩市と友好都市

の提携をした飯能市から、沢辺瀞壱市

長が来高しました。提携した日は飯能

市の市制施行50周年記念行事に合わせ

て行われたもので、沢辺市長は、岩倉

市長にこのときの式典出席に対する感

謝を述べられました。

飯能市は松岡藩を治めていた中山氏

の出身地です。城郭があった松岡小学

校周辺で城跡や丹生神社を、 また穂積

家などを視察されました。

高萩市健康づくり推進大会

5月14日(金）

総合福祉センターで行われた大会

には、約70人が出席しました。市保

健推進員へ委嘱状が交付されたほか、

長く同委員を務め保健推進に尽力さ

れた方への感謝状が贈呈されました。

また、今年度の市の各種保健事業計

画について説明がされました。

代表して市長から感謝状を受ける

鈴木満さん（安良川）

9
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▼
日
時
６
月
お
曰
く
金
）
午
後
１
時
訓
分
か

ら
▼
会
場
市
民
相
談
室
▼
相
談
員
茨
城

県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
の
亀
田
哲
也
先

生
▼
募
集
人
員
６
人
〈
先
言
順
一
相
談
時
間

は
１
人
別
分
程
度
。
▼
申
込
６
月
皿
日

（
火
）
午
前
８
時
訓
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
。

※
こ
の
時
間
以
前
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
▼

問
合
せ
秘
害
課
狂
羽
１
７
３
２
０

第
塊
回
高
萩
市
長
杯
争
奪

軟
式
野
球
大
会
出
場
チ
ー
ム

▼
開
催
期
日
８
月
四
日
（
日
）
か
ら
の
毎
週

日
曜
日
。
※
雨
天
順
延
。
▼
会
場
市
営
野

球
場
ほ
か
。
▼
チ
ー
ム
編
成
市
内
に
居
住
、

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
〈
学
生
を
除
く
）
で

無
料
法
律
相
談
の
相
談
者

暮弓七の
募
集

:霊蒙

報
Ｘ

情

監
督
を
含
め
乃
人
以
内
。
▼
参
加
費
１
チ
ー

ム
７
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
。
▼
申
込
６
月
〃
日

〈
火
）
か
ら
７
月
９
日
〈
金
）
ま
で
に
、
参
加
黄

を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
。
▼
問
合
せ
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
孟
羽
１
７
０
３
６

小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル

無
料
開
放
利
用
団
体

▼
開
放
校
市
内
の
小
・
中
学
校
９
校
。
▼

解
放
期
間
７
月
別
曰
く
水
）
か
ら
８
月
Ⅱ
日

（
水
）
ま
で
と
、
８
月
仰
日
〈
火
）
か
ら
８
月
別

日
（
火
）
ま
で
。
※
学
校
が
使
用
す
る
場
合
は

開
放
し
ま
せ
ん
。
▼
開
放
時
間
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
▼
対
象
扣
人
以
上

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
。
※
利
用
希
望
団
体
は
６

月
訓
曰
く
水
）
に
行
わ
れ
る
普
通
救
命
講
習
会

を
、
１
団
体
３
人
以
上
必
ず
受
講
す
る
こ
と
。

▼
申
込
６
月
旧
曰
く
金
）
ま
で
に
市
民
体
育

館
へ
。
▼
問
合
せ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
盆
羽
Ｉ

７
０
３
６

唖
保
護
者
を
対
象
と
し
た

普
通
救
命
講
習
会
の
受
講
者
》

給
食
試
食
会
の
参
加
者

▼
日
時
６
月
訓
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
３
》
市
内
各
小
学
校
児
菫
の
保
護
者
の
み
な
さ

時
間
程
度
。
▼
会
場
高
萩
市
教
育
委
員
会
“
ん
に
、
学
校
給
食
に
対
し
て
理
解
を
深
め
て

２
階
会
議
室
。
▼
対
象
だ
れ
で
も
参
加
で
》
い
た
だ
く
た
め
に
、
試
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

き
ま
す
。
▼
参
加
費
無
料
。
▼
講
師
高
配
▼
日
時
６
月
型
曰
く
木
）
午
前
扣
時
訓
分
か

萩
消
防
署
員
。
▼
内
容
人
工
呼
吸
、
心
臓
唖
ら
。
▼
会
場
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
会

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
※
軽
装
で
受
講
し
て
く
だ
叩
讓
室
。
▼
内
容
①
調
理
作
業
見
学
及
び
献

さ
い
。
受
講
後
に
は
、
修
了
証
を
交
付
し
ま
岬
立
説
明
。
②
試
食
会
。
▼
募
集
人
数
別
名

す
。
▼
申
込
６
月
杷
日
（
金
）
ま
で
に
ス
ボ
ー
“
〈
受
付
順
）
。
▼
参
加
料
２
４
４
円
一
給
食

ロロ

▼
日
時
８
月
８
日
〈
日
）
か
ら
羽
日
（
土
）
▼

会
場
笠
松
運
動
公
園
ほ
か
▼
参
加
資
格

昭
和
“
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
人
、

平
成
相
年
５
月
１
日
か
ら
引
き
続
き
高
萩
市

に
居
住
す
る
人
、
高
校
生
｛
全
日
制
）
以
外
の

人
。
▼
競
技
種
目
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
（
男
・
女
）
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
・

女
）
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〈
男
女
混
合
）
、
陸
上

競
技
、
柔
道
｛
男
）
、
剣
道
｛
男
・
女
）
、
弓
道

（
男
女
混
合
）
、
卓
球
〈
男
女
混
合
）
、
相
撲
、

綱
引
き
〈
男
・
女
・
男
女
混
〈
｜
巳
▼
申
込

７
月
９
日
〈
金
一
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

申
し
込
み
▼
問
合
せ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

狂
四
１
７
０
３
６

シ
振
興
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
。
▼
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
狂
閉
１
７
０
３
６

平
成
相
年
度
茨
城
県
青
年
大
会
兼

第
弱
回
全
国
青
年
大
会
予
選
会
の
参
加
壱

ー

黄
と
し
て
）
。
▼
申
込
６
月
四
日
〈
月
）
ま

で
に
給
食
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
み
。

▼
問
合
せ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
狂
四
１
７

４
１
２

平
成
相
年
度

「
茨
城
青
年
の
船
」
の
参
加
者

▼
派
遣
先
中
国
〈
上
海
市
・
北
京
市
な
ど
）

▼
派
遣
期
間
制
月
陥
日
〈
火
）
か
ら
Ⅱ
月
妬

日
（
木
）
ま
で
の
９
泊
川
日
▼
募
集
人
数

４
０
０
人
〈
青
年
３
５
０
人
、
地
域
青
年
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
卵
人
）
▼
応
募
条
件
①
胄

年
：
県
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
旧
歳

以
上
如
歳
未
満
の
人
｛
高
校
生
を
除
く
）
で
学

生
は
本
県
に
本
籍
を
有
す
る
人
。
過
去
に
青

年
の
船
に
参
加
経
験
の
な
い
人
。
②
地
域
胄

年
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
：
県
内
に
在
住
し
、
岫
歳

以
上
の
人
で
地
域
吉
年
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修

に
参
加
で
き
る
人
。
▼
参
加
者
負
担
金
Ⅲ

万
円
《
朽
万
円
の
内
５
万
円
は
市
の
補
助
）

▼
募
集
期
間
募
集
中
～
７
月
訓
日
〈
土
）
ま

で
※
地
域
青
年
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
６
月
釦
曰

く
水
）
ま
で
▼
申
込
・
問
合
せ
生
涯
学
習

課
猛
羽
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

－－/、 一ハ

ヘ
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経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
国
民
年
金
の
保

険
料
が
ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
人
の
た

め
に
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
基
準
は
別
表

の
と
お
り
で
、
毎
年
７
月
か
ら
６
月
末
日
ま

▼
日
時
６
月
旧
日
（
金
）
か
ら
７
月
１
日

〈
木
一
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
．
▼

会
場
県
北
セ
ン
タ
ー
【
日
立
市
立
大
久
保

小
学
校
内
｛
日
立
市
末
広
町
一
‐
｜
‐
｜
ご

▼
内
容
小
・
中
・
高
校
の
教
科
書
展
示
。

▼
問
合
せ
学
校
教
育
課
狂
四
ｌ
ｌ
ｌ
３
５

今
年
も
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
前
に
、
海
岸
清

掃
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
日
時
７
月
４
日

〈
日
｝
の
午
前
８
時
か
ら
。
※
雨
天
時
は
扣
日

｛
土
一
へ
。
▼
会
場
高
戸
小
浜
海
岸
と
〈
旧
）

ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
前
か
ら
花
貫
川
河
口
付
近

の
海
岸
。
▼
準
備
品
各
自
、
軍
手
な
ど
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
市
民
憲
章

推
進
協
議
〈
’
三
生
活
環
境
課
内
）
盆
泌
１
７
０

３
１国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

海
岸
清
掃

平
成
相
年
度
教
科
薑
展
示
会

お
知
ら
せ

▼
問
合
せ
市
民
課
狂
四
１
２
１
１
６

で
が
承
認
期
間
で
す
の
で
、
７
月
に
な
っ
て

か
ら
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
免
除
の
種

類
全
額
免
除
と
、
保
険
料
の
半
額
を
納
め

る
半
額
免
除
が
あ
り
ま
す
。
▼
免
除
の
特
例

会
社
、
事
業
所
の
倒
産
な
ど
に
よ
り
失
業

し
た
時
に
、
世
帯
主
と
配
偶
者
も
免
除
基
準

内
の
所
得
で
あ
れ
ば
「
｜
雇
用
保
険
被
保
険
者

証
」
の
写
し
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
免
除

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
▼
学
生
納
付
特
例
制
度

加
歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
の
前
年
の
所

得
が
舶
万
円
以
下
の
人
は
、
届
け
出
に
よ
り

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

<別表〉前年度所得による世帯類型別の判定ライン

串圓

r侭

再当

，.歩一

宇

一考ワニ

全額免除 半額免除

世帯類型

収入ベース 所得ベース 収入ベース 所得ベース
ｰ

標準

4人世帯
260万円 164万円 424万円 285万|器

2人世帯 159万円 94万円 271万円 172万茜

単身世帯 100万|圏 35万円 150万円 85万円

※金額は目安です

●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●

児
菫
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年

「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
６
月
中
に
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
取
っ
て
く
だ

現
在
み
な
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
⑤
医
療
福

祉
費
受
給
者
証
〈
乳
幼
児
・
妊
産
婦
は
除
く
）

は
、
６
月
訓
日
〈
水
）
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
し
く
受
給
者
証
を
更
新
し
ま

す
の
で
、
手
続
き
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
手

続
き
に
は
、
６
月
別
曰
く
月
）
に
通
知
す
る
は

が
き
と
保
険
証
、
旧
受
給
者
証
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
混
雑
を
避
け
る
た

め
、
手
続
き
は
地
区
割
り
で
行
い
ま
す
。
指

定
日
に
都
合
が
悪
い
人
は
、
６
月
四
日
一
水
一

か
ら
妬
日
一
金
）
ま
で
の
期
間
に
、
手
続
き
を

済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
場
所

保
険
医
療
課
。
▼
時
間
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。

▼
問
合
せ
保
険
医
療
課
狂
閉
１
２
１
１
７

児
童
手
当
の
現
況
届

医
療
福
祉
費
受
給
者
証
の
更
新

地…"区W割iり 表

ー！

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●■■●●●●●●●●●●●●●●●●●ee●●●●●①●●●■●●■

|平成15年度情繩開.個人情報保護制度実施状況
さ
い
。
た
だ
し
、
本
年
１
月
１
日
現
在
、
高

萩
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
か
っ
た
人
は
、

そ
の
時
に
住
民
登
録
を
し
て
い
た
市
町
村
か

ら
、
平
成
相
年
度
課
税
証
明
を
受
け
、
現
況

届
と
い
っ
し
ょ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
今
年
度
よ
り
支
給
対
象
児
菫
が
小
学
校

第
３
学
年
修
了
前
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
改
正
に
伴

い
、
新
た
に
手
続
き
が
必
要
な
人
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
通
知
し
ま
す
。
▼
提
出
期
限

６
月
訓
日
永
）
。
▼
問
合
せ
市
民
課
逓
四
Ｉ

２
１
１
６l 情報公開について 総務課狂23－21 19

(1)請求件数 12件（うち1件は、任意公開申出）

（2）決定件数(ア)公開決定 7件 （イ）部分公開決定 1件

（ウ)非公開決定4件(うち1件は、任意公開申出）
（3）異議申立て件数 1件

※任意公開申出とは、他の市町村に住んでいる方などで、情報公開
請求ができる方としての要件を満たしていない方から請求があっ
た場合に、任意的に公開請求に応じることです。

2個人情報保護制度について

個人情報取扱事務の届出件数 361件

※市役所の中で、氏名、住所などの個人情報が含まれている事務

（この事務を「個人!|胄報取扱事務」 といいます｡） として、市長
（窓口総務課）に届出されている件数です。

11

とき

6/23(水）

6/24(木）

6/25(金）

』¥鈴端

地区割り岸 謝

安良川、春日町、本町、

大和町、高浜町、有明町、

東本町、肥前町

上手綱、下手綱、秋山、

島名、高萩、石滝、望海

上君田、下君田、横川

中戸川、若栗、大能、福

平、赤浜、高戸



薑
ら' ‐三垂

蘂識雷騨！

鐵蕊轡?毒樹
蕊

嚥轟ジボﾀﾙの観察会
○日時 6月19日（土)午後7時30分

～9時＊雨天時は翌日に順延

○会場未定＊参加費無料

○申込当日、午後7時30分までに中

央公民館前に集合＊小学生以下は保

護者同伴

●問合せ夢蒼塾深津英世さん

窓23-6437

典ぺｰジｪﾝﾄⅢNたかはぎ
○日時7月3日(土)～7月10日(土）

○会場駅前虹の広場と駅前通り

○内容 ・七夕飾りの飾り付け

・縁日(3日） :午後1時～4時

＝≧』 参加団体を募集茎享簔

○内容短冊や七夕飾りを竹（ 1団体

1本用意します)に飾り付けていた

だきます。参加費は無料です。

○申込6月25日(金)までに電話で

●問合せたかはぎページェントクラ

ブ藤枝伸夫さん恋22-2103

鼬

高萩絵手紙教室展示会
K職,

○日時 6月18日（金）から6月24日

（木）の午前9時から午後5時まで

※最終日は4時まで

○会場高萩郵便局ロビー

○内容絵手紙教室会員による作品展

●問合せ村本ヤス子さん窓23-2577

"蝿

』ロカリナ千の風コンサート
聯, “

コカリナは、ハンガリー生まれの木

で作った小さな楽器(笛)です。

○日時 6月19日（土)午前10時から

1 1時30分

○会場中央公民館

○入場料無料

○内容コカリナの紹介、 コカリナフ

レンドクラブの演奏ゲームなど

●問合せコカリナフレンドクラフ

PIPi 時崎幹男さん恋23-4117

禰側

≦税務職員(税務大学校生)募集

藩○受験資格昭和59年4月2日から昭

和62年4月1日生まれの人

○試験の程度高等学校卒業程度

○申込受付期間 6月22日（火）から

29日(火)※消印有効、土・日除く

○試験日第一次試験： 9月5日（日）

教養試験適性試験及び作文試験

●申込・問合せ関東信越国税局人

事第二課試験係B048-600-3111

日立税務署総務課召0294-21-6346

、怠

『子育てボランティア養成研修

蝋地域における子育て支援の輪を広げ

るため、育児援助活動に興味を持って

いる人を対象に養成研修を実施します。

○日時 8月5日（木）午前9時30分

から午後5時30分まで

○会場日立会場：日立市女性センター

（日立市鮎川町）

○募集人数50人

○受講料無料(別途テキスト代500

円かかります）

○内容子供との接し方、遊び方など

子育てボランティアとして必要な知

識の習得。※研修終了者には修了証

を交付します。

○申込締切 7月9日（金）までに所

定の用紙に必要事項を記入し、 リリー

保育專門学校(〒310-0022水戸市梅

香2-1-44)へ申込み。用紙は市役所

社会福祉課にあります。

○その他託児室有(要予約、 3歳以

上の子どもに限ります）

●問合せ茨城県保健福祉部子ども家

庭課少子対策室召029-301-3247

ー

鼬

歯の何でも電話相談
篭：

○日時 6月13日（日）午後2時から

午後5時まで

○内容治療内容や治療費に関するこ

と、歯の健康相談など、歯について

の悩みや質問を何でも受け付けます。

○相談員歯科医師

○相談料無料

○受付電話番号029-823-7930

●問合せ茨城県保険医協会

5029-823-7930

グリーンふるさと陶芸体験教室

賢偉○日時 7月24日（土)午前9時30分

から午後4時

○会場常陸太田市自然休養村管理セ

ンター(常陸太田市増井町1771）

○募集人数30人

○参加料無料(ただし、粘土代1 kg

当り100円、焼成代1, 000円～）

○申込期限 7月15日（木）までに郵

便・電話又はFAXで申込み

○その他当日の昼食は各自持参。

●申込・問合せ財グリーンふるさと

振興機構(〒313-0014常陸太田市木

崎二町937-10)50294-72-2266

FAXO294-72-7366

〆輝楽祭2004
○日時8月1日（日）午後3時から8時

○会場願成寺海の見える庭園

○内容N響団友の弦楽四重奏やポッ

プス、ジャズ、童謡などの演奏素

人のど自|曼など

○前売り券(文化会館ほかで販売）

大人1 , 800円、小･中学生800円

●問合せ赤浜音楽祭実行委員会長

久保徹さん窓24-4858

ヨプ

フレッシュで完成度の高いハーモニーは、高い評価を得て

数々の音楽賞を受賞、昨年で結成25周年を迎えました。

今回は地元合唱団を加えてのコンサートです。

○とき8月6日(金)午後6時30分開演

○ところパルティホール（常陸太田市民交流センター）

○入場料一般4,000円、学生2,000円

○入場券発売日6月12日(土）

●問合せパルテイホールB0294-73-1234

善意鯵慧 竜靭
竜

鐸篝
委

ありがとうございました

※社会福祉協議会へ

十 王町「きらめきのﾘスﾑ~鳥居恵子LatinConcert inJﾎｰﾙ」. （故)樫村春枝さん(有明町) 100, 000円

･沼田吉人さん（高萩) 200, 000円

. （故)柴田一さん(本町) 100, 000円

． （故)蛭田喜久蔵さん（上手綱）

100, 000円

7月31日(土)午後6時開演

ゆうゆう十王．Jホール

一般2,000円

烏居惠子、平田フミト、小泉哲夫、大野孝、佐藤英樹、イタマエ

ゆうゆう十王．Jホール窓32-7111

き
る
料
演
せ

こ
場
合

と
と
入
出
問

○
○
○
○
●
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常陸太田市 サーカスアコーステイツクコンサート ｜



■読売杯争奪春季ソフトボール大会

□とき 4月25日（日） ・ 5月2日旧）

□ところ高浜運動広場

口参加チーム 12チーム

［優勝］ささらソフトクラブ ［準優勝］読売倶楽部

［第3位] CS･タートルズ、高浜モットローズ

R

iスポーツ ！ ’
スポーツ振興課からの
お知らせ容23-7036

スポ ツの結果(敬称略）

■第7回高萩バドミントン大会

□とき 4月18日旧）

□ところ市民体育館

口参加チーム 32チーム

■第29回茨城県学童野球大会兼

スポーツ少年団交流大会高萩支部予選会

□とき 4月29日（木） ・ 5月3日（月）

□ところ市営野球場口参加チーム 7チーム優 勝＃準優勝

山本 亘小川原英樹

鈴木泰範渡辺博之

荒木敏勝川井勝広

中戸川武黒沢瑞保

一毛知子関沢久美子

高倉加奈飯田雪子

打越昭子志賀晴美

川野辺麻衣津野露美

小川原英樹

渡辺博之

川井勝広

黒沢瑞保

関沢久美子

飯田雪子

打越昭子

川野辺麻衣

志賀晴美

津野露美

位
也
宣

達
広

３第
一
艫
酎

聯

~~~毒､ :好

（男子1部）

菱沼俊博

菱沼美代子
（男子2部）

（女子1部）

（女子2部)

■高萩市バレーボール連盟春季2部大会

□とき 5月9日旧）

□ところ市民体育館口参加チーム 6チーム

菊池泰子

磯野ゆかり

竹澤

飯樋

昌子

和子

.ー

千
田
和
寛
二
年
〈
北
茨
城
市
）

＊
埼
玉
県

六
月
四
日
〈
金
一
～
六
日
〈
且

:一一＝雲字臺‐

亭 、

; 》宿

蕊蓄
蕊
獅嫁

○松屋高等学棲j
ゞ §Jボタ謬謬鞍部

＊埼玉県6月5日(土)～7日旧）

鐘嵩議重曹言專箒篭－－
識’ #;』螺黒縦偽;リ認最悪鯵蕊鄙"，
漣 ゞ ‘ ,) 『 ､ ｛ " 1 , ､ " # ’1 ; : ｡" ； 弾 溌 ‘ ¥ . ､

＊埼玉県6月5日出・ 6日旧）

雪

ー

曇写真左から、富岡正二2年ミドル級（日立市) 、佐藤和

希2年フライ級(十王町) 、鈴木裕和2年ウエルター級

(高戸) 、北見和寛2年ライトフライ級(北茨城市) 、藤
たく

原卓3年フェザー級旧立市) 、佐藤和也3年バンタム
とも由り

級(北茨城市) 、松川知礼2年ライトウエルター級(北茨

城市）

写真左から菊池健一2年105kg級(有明町）
ムム

、 甑TI

木翔太3年77kg級(本町) 、鯨岡

(十王町) 、鈴木智史2年105kg級（

鯨岡亨3年62kg級

ド手綱）

｢ビー千バレーinたか'さぎ｣の参加千一ム募集！
□とき 7月18日旧)午前10時から(雨天順延）

□ところ高萩海水浴場特設コート

ロ募集チーム男女混合16、男子8･女子8チーム(先着順）

口参加費 1人L000円

ロチーム編成男女混合は4人でlチーム､男子･女子は2人でlチーム

ロ申込みチーム名、種類(混合、男･女) 、代表者名、住所･連絡先、参

加者名を明記(書式自由)し、 6月15日(火)からFAX(22 4091)

のみで受付

■問合せビーチバレー実行委員会 佐藤 勉さん召090-4828-06O7

佐久間広仲さん谷090-8479-4477

篭塞＝琴雫挙ぞ苧毒
竃華 審垂＝蚕
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優 勝

松 原

準優勝

十王少年野球団

第3位

秋山仲･島名中央秋

優 勝 準優勝

NINESTARS RUSⅡ

位
原

３第
松



無料の帽談
Uト 圭

(市内に住所を有する人が対象です）
『苧

行政相談

日時： 6月10日（木） ，24日（木） 、

午後1時～3時／市民相談室／相

談員：鈴木清相談員

●秘書課念23-7320

<家庭児童相談（予約制） ヌ
日時：毎週火曜日の午後1時～3

時／場所：総合福祉センター内の

相談室／児童相談所の児童福祉司・

家庭相談員

●社会福祉課念23-7030

〈交通事故相談 〉

蕊

3周年記念感謝祭 霞
才〆

4月24日(土)･25日旧）

平
成
一
一
一
一
年
四
月
に
開
設
し
た
「
清

流
の
郷
」
花
貫
物
産
セ
ン
タ
ー
で
、
感

謝
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
同
セ
ン
タ
ー

で
買
物
を
す
る
ご
と
に
券
を
受
け
取
り
、

外
れ
な
し
の
く
じ
を
引
き
ま
す
．
訪
れ

た
み
な
さ
ん
は
次
々
に
抽
選
機
を
回
し
、

景
品
（
農
産
物
・
漬
物
等
）
を
受
け
取
っ

て
い
ま
し
た
。

日時： 6月15日（火） 、午前10時～

午後3時／場所:市役所市民相談室

●生活環境課823-7031

〈心配ごと相談（予約制丁－＞
日時：毎週木曜日の午後1時～3

時／場所：総合福祉センター

＊6月24日(木)が弁護士による法

律相談日

当日の午前8時30分から受付開始

●社会福祉協議会冠23-8341

暑 『
甲

ー

㈱
高
萩
市
国
際
交
流
協
会
が
主
催

日５
し
、
在
京
の
外
国
人
留
学
生
を
迎

卜
え
る
こ
の
交
流
事
業
は
、
今
年
で

、
月

↓
日
三
○
回
目
を
迎
え
ま
し
た
．
日
本

曠
扉
文
化
に
触
れ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る

流
５
も
の
で
、
｜
｜
か
国
か
ら
一
一
九
人

交
が
参
加
．
も
ち
つ
き
や
琴
、
茶
道

際
を
体
験
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

国
と
の
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

(予約制）精神クリニック

日時：日時:6月9日(水) ･16日(水)･23

日（水＊痴呆)・7月7日(水)･7

月14日（水） ・午後1時～3時/場
．』が

所:日立保健所

●日立保健所字 f50294-22-4196

くこころの相談（予約制） ＞
日時: 7月2日(金) ・午前10時～正

午／場所：総合福祉センター内の

相談室/相談員:精神科医と保健師

●健康づくり課念24-2121:エ

咄

人権相談

日時：毎週木曜日の午前10時～午

後3時／場所:水戸地方法務局日

立支局／相談員：人権擁護委員

●水戸地方法務局日立支局E0294-21-2253

↑p1 竺 咄
rと

68人が田植え体験 紳
吟

5月11日(火）

松
岡
中
学
校
二
年
生
が
、
細

金
秀
隆
さ
ん
（
赤
浜
）
の
指
導

を
受
け
、
校
舎
に
隣
接
す
る
学

校
田
へ
も
ち
米
を
植
え
ま
し
た
．

生
徒
が
草
取
り
な
ど
の
管
理
を

す
る
ほ
か
成
長
を
観
察
し
ま
す
．

収
穫
後
は
一
一
月
の
文
化
祭
で

も
ち
に
さ
れ
、
地
域
住
民
な
ど

に
提
供
さ
れ
ま
す
。

補装具の巡回相談L_戸

日時： 6月25日(金)午前9時～11

時30分／場所:北茨城市心身障害

者福祉センター

●社会福祉課冠容23-7030

鍵熱職篭議譲議融卿…割

蕊洲7日(月) 13日旧) ･20日旧）
26日(土) ・27日（日） i ‘

鶏鐡珊4日旧) ・5日(月) 11日旧）
18日旧) 諾19日（月） ‐

●花貫クリーンセンター恋22-4318

琴
I

⑳
②
②
③

今
年
は
例
年
よ
り
季
節
が
一
○

日
早
く
進
行
し
て
い
る
そ
う
で
、

蒸
し
暑
さ
を
感
じ
早
め
に
散
髪
し

ま
し
た
。
短
め
の
髪
形
が
妙
に
心

地
よ
く
て
、
浮
き
浮
き
し
な
が
ら

休
日
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
考
え
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
に
し

て
も
、
何
枚
か
残
る
二
○
歳
の
こ

ろ
の
写
真
は
長
髪
姿
で
我
な
が
ら

暑
苦
し
く
、
記
憶
ご
と
消
滅
さ
せ

た
い
思
い
に
か
ら
れ
ま
す
。
原
脚
幽

梅
雨
の
季
節
で
あ
る
六
月
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。
雨
は
農
作
物
や
水

資
源
の
確
保
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

う
っ
と
う
し
く
感
じ
る
も
の
で
す
。

日
本
で
梅
雨
の
な
い
地
方
と
言
え

ば
北
海
道
が
有
名
で
す
が
、
小
笠

原
諸
島
も
な
い
そ
う
で
す
。
こ
の

時
季
、
梅
雨
の
な
い
地
方
で
過
ご

す
の
は
無
理
と
し
て
も
、
憂
う
つ

な
雨
を
何
と
か
楽
し
む
方
法
は
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
？
雨
叩
幽

人回と世静〆
平成16年5月1日現在

蕊熱剛さI）
露17,087人(-33）

灘12,115世帯(+221
※（ ）は前月比
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割勘 ｳｵﾂﾁﾝｸﾞ
H

i&

蕊灘職騨蕊

高萩通勤会がアジサイ植樹
徽

獺

③､蝋5月16日(日）
鍵聯鋳婆

同
会
の
メ
ン
バ
ー
や
そ
の
家
族
約

六
○
人
が
参
加
し
、
新
花
貫
橋
下
流

の
花
貫
川
両
岸
に
苗
木
一
二
○
本
を

植
え
ま
し
た
。
河
川
敷
を
市
民
の
憩

い
の
場
に
す
る
た
め
、
家
族
ぐ
る
み

で
環
境
美
化
に
か
か
わ
っ
て
い
こ
う

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
．
植
栽
者

の
名
札
も
設
置
し
会
員
自
ら
が
管

理
し
て
育
て
て
い
き
ま
す
．

駅

蕊；

１

Ｊ
雀

凹

・
学
。罎

栂
魂
柊
噸
操

《ル駄

讓
＄

熱
W別

§

蕊鶴
蔓

㈹
昨
年
に
続
き
、
子
ど
も
の
日

日４
（
五
日
）
に
合
わ
せ
て
開
催
さ

調
れ
た
行
事
で
す
．
こ
い
の
ぼ
り

の
写
生
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

、
、
方
が
指
導
す
る
竹
ト
ン
ボ
、
風

毒
車
づ
く
り
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

あ
ほ
か
に
昔
話
の
紙
芝
居
や
読
み

で
間
か
せ
会
、
ギ
タ
ー
ラ
ィ
ブ
な

家
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
家
族

積
連
れ
な
ど
参
加
し
た
み
な
さ
ん

穂
が
楽
し
み
ま
し
た
。

申
開
日
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
展
示

恥
公
明
に
は
、
高
萩
山
野
草
会
の
会
員

朧
吋
が
育
て
た
オ
キ
ナ
グ
サ
、
シ
ラ

騨
調
イ
ソ
ゥ
な
ど
約
一
一
五
○
点
が
展

‐
山
月
示
さ
れ
、
訪
れ
た
愛
好
者
の
目

の
５
－
春
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
．
期
間
中

咽
行
わ
れ
た
山
野
草
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

碓
弟
バ
ザ
ー
も
盛
況
で
し
た
．鍵

＝

上級生を見習って…君田小で田植え 5月13日体）マイバツク推奨･推進会議 5月8日(土）

マ
イ
バ
ッ
ク
を
使
用
す
る
こ
と
で

資
源
や
Ｃ
Ｏ
の
削
減
を
目
指
し
て
い

る
消
費
生
活
団
体
「
は
ま
な
す
生
活

学
級
」
と
「
ふ
れ
っ
し
ゅ
・
た
か
は

ぎ
」
．
市
民
セ
ン
タ
ー
で
総
会
を
行

い
、
運
動
継
続
を
確
認
し
ま
し
た
．

全
校
生
徒
一
七
人
が
、
敷
地
内
の

水
田
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。
み
の
を

着
た
六
年
生
た
ち
が
、
慣
れ
た
手
つ

き
で
一
年
生
に
手
本
を
示
し
ま
す
．

収
穫
さ
れ
る
も
ち
米
は
文
化
祭
で
つ

か
れ
て
キ
ビ
も
ち
に
な
り
ま
す
．

．’鯛
i塀

蕊
ー

峰慰

1

五
月
一
二
日
（
水
）
、
秋
山
小

学
校
で
行
わ
れ
た
交
通
安
全
教
室
．

信
号
機
や
横
断
歩
道
が
設
け
ら
れ

た
模
擬
コ
ー
ス
で
、
新
一
年
生
が

竜
改
め
て
交
通
ル
ー
ル
を
確
認
．
交

通
安
全
母
の
会
や
指
導
隊
の
み
な

さ
ん
へ
の
あ
い
さ
つ
も
、
大
事
な

基
本
ル
ー
ル
の
ひ
と
つ
で
す
。

まちの情報をお寄せください
し市役所秘書課
a23-7320 FAX24-4653

電子メールアドレス hisho@city.takahagi.ibaraki.jp

市政案内(日曜緊急医療当番医など)テレフォンサービス

荘23－1151， 23－1152

火災・災害情報案内

E24-0019
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鍼

蕊

急

織

琳

欝

鍛

甜

鰐
睦
騨
，雌

需
小
録
鍛
罰
緯
涯
晶

た
か
は
ぎ
の

４
凸
宰

子
Ｔ
辞
緋
亭
酔
Ｔ
Ｌ
Ｅ

黒

一

宝

、

旬

「

争

鰹

副

溌

憾

畷

》

驚

曹

、

』
…

半
世
紀
雨市制

[高萩市役所］昭和39年10月撮影

撮影された年は東京オリンピックが開催され、 日本経済も高度成長期真っただ中でした。

高萩市では市制施行後10年を迎え、数年前には新庁舎も完成しましたが、当時の市役所周辺

にはまだ水田が広がっていました。 50周年

「
、

[白桃の袋かけ］

桃の実をより大きく美味しくする

ために、一枝に数個だけ残して実を

摘果(てきか＝間引き）します。その

後、梅の実大にまで育った実を害虫

や烏、病気から守るためにひとつづ

つ袋かけをします。 7月半ば頃には

勢舗鋤蕊掬 ､、

高萩市食生活改善推進連絡会‐

(嶌名地区）

･青じそ入り春巻き
N

； 納豆とちりめんじゃこ・青じそ入り春巻き

吉じそにはβ(ベ ﾀ)カロテンが豐當に含まれ、その呈は|こ

んじんと並び野菜の中でもトップクラスです。抗酸化作用が

あり、がんや老化予防にも効果の高い栄養成分でもあります。

また、免疫を正常にし、アトピ '|'生皮虐炎や花粉症などのア

しルギー症状を緩和する効果があると言われているEPA(エイｺ

ｻぺﾝﾀｴﾝ蛾に変化するα(ｱﾙﾌｧ)リノレン酸が含まれています。

(作り方）

①納豆、ねぎ、冑じそは細か

く刻あ･ちりめんじゃこと

白ごま、かつお節とともに

納豆のたれと練りからし少々

で混ぜ合わせる

②舂巻きの皮の上に具をのせ 島名地区のみなさん

包んで油で揚げる （材料:6人分)エネルギー138kcal
③レタスを敷きトマトを6つ

切りにして盛りつける
号 … _競

食材

納

ちりめんじゃ

ね

＝

目 じ

白 ご

かつお

納豆のた

練りから

春巻きの

場 げ

量
陀
館
陀
枚
哩
ｇ
量
々
枚
量
地
個

分
ｍ
５
８
８
さ
５小
適
少
６
通
レ
ー

ー ｜
且

ぎ
そ
ま
節
れ
し
皮
油
ス
ト

日曜緊急医療当番医です 〔時間〕午i

： ≦ i § ；
謹 拳

6日諸原産婦人科医院（高戸1 123)31 13 4日松岡クリ．

内田医院'大和町’ ’翻馴3『川日'獣13日たかはし小児科医院|十王町I （32)2000
20日石医院(東本町） （23) 171 1 18日高萩クリ

27日滝川医院(春日町） ｜ (23)3100125日|高萩それ↓
噸燭繩"総輸…､錨…患…"“…錦鯉鰄繍…蝿

前

ﾖ

9時～午後4時

…罷瀧麺
ニック(下手綱) (22) 1000

リニック{高戸) （20)551 1

ニック(十王町1 (32)6800

1ニック(秋山） （22)2106

1ゆ病院|上手綱) l I24)0770
幸

i
｢、 宝マ

LL 一葦驍 塗鐸

納期限▼6月30日(水） ○国民健康保険税(第1期） ○市県民税(第1期）
口座振替は6月25日(金）

市報危かはぎNo.532

■編集／高萩市役所秘書課冠0293(23)7320

摩|醐柵
〒318-851 1茨城県高萩市本町1-100-1

E謹雲
■発行／平成16年6月7日■印刷／成文堂印刷 ↓棚"………､して"’『

itytakahagi.ibaraki.jp ○電子メールhisho@city.takahagi.ibaraki.jp 鍜劉鶴境E鯉読'鵲
itv takahaci.ibaraki_io/i/ 油」インキを使用しています。
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○携帯対応版

http://www.city.takahagi.ibaraki・jp軍

http://www.citytakahagijbaraki.jp/i/
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